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１．はじめに 

 

高速道路をはじめとする幹線道路に整備等によ

り、都市内・都市間とも自動車の利用圏域は大きく

変化してきている。このような自動車の利用圏域の

変化は、道路整備による影響だけではなく、地域の

ポテンシャルや自動車の使われ方（観光等、自動車

利用目的の変化やトリップ長の変化など）の変化に

よる影響も大きい。本研究では、このような背景に

対応し、次に示す３つの検討を行う。1)自動車の 
利用目的、利用距離、利用圏域の変化について実証

的に分析するとともに、2)主として都市間交通に着
目し、自動車利用圏域の変化が道路整備またはその

サービスにどのような関係があるかを、時系列に蓄

積されてきた自動車 ODデータを用いて分析し、3)
その変化を表現する時系列分布モデルの構築を試み

る。具体的には、時系列に蓄積されてきた道路交通

センサス OD データに基づく利用特性の変化を分
析するとともに、時系列の道路交通センサス OD
データに対応した道路ネットワークデータを用いて、

OD 交通需要と道路ネットワーク整備による所要時
間等の交通サービスがどのように影響しているかを

分析する。 
 

２．道路交通センサスＯＤ調査の概要とそれに基づ

く自動車利用特性の変化 
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（１）道路交通センサスOD調査の概要 
道路交通センサスOD調査は、一般交通量調査を

含む道路交通センサスの一環として自動車交通の起 

終点、運行目的等を調査することにより、自動車の

利用実態、道路交通の形態等を把握し、今後の道路

の計画、建設、管理などについての基礎資料を得る

ことを目的に昭和 46 年より、全国を対象に国土交
通省が実施してきた。昭和 55 年度調査以降は、概

ね５年間隔で実施され、平成２年度調査より従来の

平日調査に加え、休日調査も実施されている。また、

平成 17 年度にも調査が予定されている。 

 

（２）自動車利用特性の変化 

平成 11 年の平日で自動車トリップ数は、全国で

約 15,000 万トリップであり、時系列でみて大きく

増加を続けている。また、車種別では、自家用乗用

車の伸びが最も大きく、近年では普通貨物車も大き

な伸びを示している（図－１参照）。自動車利用の

目的構成の変化をみると、業務目的の交通が減少し、

家事・買物・社交・娯楽等の私用目的の交通が増加

する傾向にある（図－２参照）。一方、自動車利用

の全国のトリップ長分布及び平均トリップ長につい

てみると、平日・休日ともに 2～3km のトリップ

長をピークとして、時系列ではあまり大きな変化を

示していない（図－３、図－４参照）。そのため、

自動車の利用圏域あるいはトリップ長の変化を捉え

るためには、都市内・都市間の移動を考慮した自動

車利用の目的やゾーニングの設定、道路整備とそれ

に伴う交通サービスの変化に関係させて、OD 交通
量がどのように変化しているかを分析する必要があ

る。特に、新たな高速道路をはじめとする道路ネッ

トワークの整備が自動車の利用圏域や地域間の結び

つきにどのように影響するかについては、全国レベ

ルの分析だけではなく、地域の特徴及びその自動車



利用の特性を踏まえて、検討していく必要がある。 

 

図－１ 車種別自動車トリップ数の変化（平日） 

 

図－２ 旅行目的の変化（平日） 
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図－３ トリップ長分布の変化（平日：乗用車類） 
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図－４ トリップ長分布の変化（休日：乗用車類） 

３．時系列変化を考慮した分布モデルに関する検討 

 

時系列変化を考慮した分布モデルを検討するた

め、時系列の道路交通センサスOD表とそれぞれの
時点における道路ネットワーク及びそれに基づくゾ

ーン間の時間距離を用意した。時系列のデータは、

昭和60年、平成２年、平成６年、平成11年の４時
点のデータであり、それぞれのゾーニングについて

は、全国を対象に、Ｂゾーンを集約した948ゾーン
としている。 

単年度データ及び４時点のプーリングﾞデータに

よる以下に示すグラビティタイプの分布モデルの推

定結果を表－１に示す。各車種とも、時系列にみた

パラメータは、比較的安定した結果となっている。

但し、このようなパラメータ推定の結果が、より

OD 交通量の変化を適切に表現しているかどうかに

ついては、推計結果が事後的に得られる実績値を再

現しているかを具体的な OD ペアを対象に検証して

行く必要がある。先に示した道路ネットワークの整

備が自動車の利用圏域や地域間の結びつきにどのよ

うに影響するかの実証的な分析に加えて、このよう

なモデルの検証を行い、時系列変化を考慮した新た

な分布モデルについて提案する。 
        tGiα･tAjβ

         tdijγ

       tXij  ：ゾーンペアijの分布交通量 
       tGi  ：ゾーンiの発生交通量 
       tAj  ：ゾーンjの集中交通量 
       tdij  ：ゾーンペアijの時間距離 
       k,α,β,γはパラメータ 
       t   ：OD表の年度を表す添字 

 

表－１ 車種別分布モデルの推定結果（平日） 

α β γ

乗用車 0.0682 0.6050 -1.2972 0.72
小型貨物車 0.0211 0.6485 -1.1350 0.68
普通貨物車 0.1960 0.5284 -0.8851 0.64

乗用車 0.0144 0.6743 -1.3215 0.70
小型貨物車 0.0044 0.7247 -1.1723 0.67
普通貨物車 0.2268 0.5245 -0.9284 0.63

乗用車 0.0049 0.7242 -1.3578 0.70
小型貨物車 0.0060 0.7133 -1.1852 0.67
普通貨物車 0.2154 0.5269 -0.9742 0.64

乗用車 0.0031 0.7445 -1.3881 0.70
小型貨物車 0.0019 0.7747 -1.2074 0.68
普通貨物車 0.1145 0.5657 -1.0180 0.65

乗用車 0.0132 0.6793 -1.3385 0.70
小型貨物車 0.0092 0.6904 -1.1598 0.68
普通貨物車 0.2153 0.5291 -0.9699 0.64

推定データ 車種
パラメータ 相関係数

（Ｒ）

平成６年データ

平成11年データ

昭和60年～平成11年
プーリングデータ

昭和60年データ

平成２年データ

 

tXij ＝

k 
 


